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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　　Var1ab1enames　mprogram　sourcecodesprovlde　for1mportanthmts　mread1ngprograms　Reasonab1e

na血es　make　mamtemnce　works　promote　Na血mg　convent1ons　are　requ1red　to　be　estabI1shed　Th1s　paper

presents　aquant1tat1veana1ysls　ofprogramvanab1enamesm　commerc1a1useprograms　Throughtheana1y－
s1s　the　constmct1on　and．abbrev1at1on　of　words　that　are　mc1uded1n　a　var1ab1e　name　are　focused

　As　the　result砒e　fo1Iowmg1tems　are　c1ar1坦ed

　1）　maJor　factors　for　nammg　convent1ons

　u）　var1at1on　range　w1thm皿ammg

　　　　　　　　　　　　　　　　1．序　　　　　論

　変数の名前をどのようにつげるかはプログラミソグにおいて重要な事項のひとつである．

変数の名前は，プログラム　コートの主役ともいえる存在である　分かりやすい名前がつげ

られたプログラム・コードは妥当性の確認や保守がしやすく1なる．

　　般に，変数は値の型と名前で定義される　名前には，管理面と生産技術面の二通りの立

場がある　管理面の立場では，システムで使っている名前の衝突を回避し混乱を防ぐことに

その目的がある　一方，生産技術面の立場では，処理記述に意味を与え難解なコートを分か

り易くすることを目的とする．名前に変数の’もつ役割や値の意味を盛り込めぱ，変数名がソ

ース　コートの解読の有力な手がかりとなるので読み易くなる

　変数に名前を与えるのはプログラマの役目で，自分のためにも効果的な名前を付げようと

苦労する．しかし，苦労してつけた名前も必ずしも適切とはいえない．名前を付げるための

具体的な基準があれは効果的である　しかし，現状ではこのような基準は十分でなく単なる



244 佐藤　匡正

基本方針にとどまっている．つまり，一読して分かる名前をつげねぱならないとか，語の綴

りの略し方を一定し，慶味にならないようにすべきだとか，長い変数には句切りを示す，接

頭語としてテータ型を使えといった留意事項や提案1）2）則刈の類いはあるが，具体的な基準

への展開は十分とはいえない．

　こうした提案は，提案者の長い経験からの賜であるから尊重すべきなのであるが，基準と

して具体化するとなる内容が間題となる　つまり，内容が指針の域であるから実施するため

には，更に具体化せねばならないこと，現状をどの程度踏まえているのかといった問題であ

る　この具体的な基準とは，例えは，変数の長さはどのぐらいにすべぎであるかとか，「カ

ウソタ」はどの様な綴りにしたらよいか，複数の語を複合させたものはどの様に名付げれば

よいかといったことが規定できるものである　このような具体的な基準がないためにプロク

ラマ個人の基準に任されている　この結果，不要な個人差を生じさせ，ソース　コートを難

解なものにしている一つの要因ともいえる

　先に述べたように変数は，ソース　コートの解読の重要な手がかりとなる　したがって変

数の役割やその値の意味を的確に表すような，個人差のない名前の付げられる指針や基準が

あれば，コーティソクにおげる苦労は軽減され，保守性は改善される　このような基準を設

けるための要因を明らかにするために，実際のプログラムを調べてみた　ここではこの調査

におげる分析結果を報告する・

　　　　　　　　　　　　　　　　2．命名の背景

　変数名は様々た事項を背景にして名付げられる　この要因を体系化するために，命名の過

程をモデル化して考えることにする．このモデノレを述べるためには変数名の種類を明らかに

しておくことが必要で，これについてまず最初に述べる．次に，モデルについて述べ，そし

て，命名するにあたっての主要な要因である，命名基準　表現方法，及ぴ省略方法につい

て，その概説を述べる．

　（1）名前の種類

　変数名についての明確な分類は確立していないが，論を進める都合から三種類に分げる．

これらを，名前の特徴から便宜的に，①識別名，②違想名，③序数付き，と名付げる．識別

名は，名前の桁文字個々がコード体系をなすもので，桁毎に特定の意味をもつ．文字のつな

がり自体には意味をもたない．連想名は，文字のつながりによって特定の意味を連想させる

名前である．序数名は，用途を同’じにする変数に対する名前で，識別のために序数をもつ．

用途を表す部分は共通でこれに識別のために，01，02とかA，＾とかいった序数を加える．

以上の名前の分類を表1に整理する．

　プログラミソグではこれらの名が組み合わされて用いられるが，この基本は運想名であ

る．ここでの分析では，連想名を対象とする．

　（2）命名過程モデル

　違想名を命名する過程をモテル化して，命名にあたっての要因を明らかにする

　命名の過程は，6段階に分けることができる．まず，変数の役割を考え，この役割を表す
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連想名
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変数の役割

目本語文句

　　　部品

カウンタ　使用頻度

部品の使用頻度を数える

違語

選択された代表語

部晶使用頻度の計数

部品　　　カウンタ

ローマ字 英語句 b．hi．　p航・
　　　　　　COunter

短縮綴り parl：sCtr，PCTR

図1命争過程のモデル

設げるのが普通である　この基準は管理を目的とし，名前の衝突を避げる目的で，プロクラ

ム名，システムで共通に使う制御テーブル名やそのエソトリ名，データベースのデータ名な

どが対象となる．こうした名前は主として識別名が使われる．プログラムの変数名について

は，必ずしも明確な基準はない　また，こうした基準はプロシェクト内部の資料であり，公

表されないのが普通である

　公表されたものとして，ハソカリアソ命名規則4）と文献3の規則があげられる　削老は，

接頭語による命名規則である　接頭語は値の型で，ポイソタとか，ハソトルといった予め決

めてある2～3文字長である．これを付げて名前にするものである．後者は，変数の命名規

定に関連する著者の経験を随筆的な読み物として述べたものである．この内容は，次のよう

に整理できる．

　　①定数名を使う

　　②データ型名を付げる

　　③データの型に応じて品詞を選ぶ

　　　　→手続き名・・動詞，変数名…名詞，論理型・・形容詞／過去分詞

　　④長さは八文字程度

　　⑤省略方法を決める

　　　　→先頭から四文字程度／子音を主体として選ぶ

　また，関違してデータベースのデータ項目名については変数名と似ている．ただし，名前

は処理寄りでなく，利用者向げの点が異なる．この命名には，ドゥレルの命名規則5）に基づ

く規則が採用されている　この規則では，処理の内容が理解できない利用者にも分かるよう
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に名前を区分し，三要素，主要語，修飾語，およびコートで構成する　構成の順序は，修飾

語→主要語→コートとし，主要語の詳細を修飾語及び値の型であるコートで補足する体系で

ある．この規則に基づいて名前の標準化を自動化する試みが提案されている6）．

　（4）言語の選択

　プログラムは機械に対する指示書であるから文書といえる　プロクラムを記述している言

語は英語が基本であるから，変数には英語を用いるのが自然である　また，国際的な標準化

という観点からも英文にする方が好ましい　変数名だげが漢字混じりの目本語では文書とし

てバラソスが悪い．

　英字で目本語を表現する方法としてローマ字表現がある　この表現方法は，英文の文書と

いう観点からは間題であるが，現実には広く用いられている　問題点として，①カナ語の表

記方法，②表記方法の違い（ヘボソ式，訓令式，目本式），があげられる　カナ語は，ヒル

とかバソコソといった語の表記方法である　本来語の綴りとするか，そのままローマ字で綴

るか判断を要する　表記方法に関しては，方式の違いに加えて，母音と重なる場合の表記に

多様性が生ずる．例えば，佐藤をローマ字で書くと，次となる．

「satδ　sato，satou，satoh」

　因みに旦本国の外務省は，ヘボソ式で「Sat0」とせよとしているが1この指示は適切とは

言えない　本来は「さとう」であり，「さと」ではないから「Satou」とすべきである。また，

ローマ字綴りの省略方法は英語と同様に母音を略す　しかし，ローマ字には同音異義語が多

いから英語より混乱する　例えは，TRKは，登録にも取引にも相当する

　（5）語の種類

　変数名に用いられる語は，そのプログラムに関係する分野の用語に因んでいる．関連する

分野とは，間題分野とシステム分野である　問題分野は，そのプロクラムの適用される問題

に関連する領域であり，システム分野は，プログラムの動作を支えている環境に関する領域

操作方法

処G轟⊃

理優⊃
暑・…臣
目口回

図2　用語と分野
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　　②語の長さ，

　　③略し方（語の綴り字のどの字を残すか），

　　④目本語か英語か（ローマ字綴りか英語綴りか）の選択，

　これらの要件と要因の間には関係がある　例えは，暖味さは語の長さと略し方に関係す

る　この関係を表2に整理する．

　　　　　　　　　　　　　　　　3．現状の調査

第2章で述べた変数の命名が，現状においてどの様であるかを調査する．この調査方法

と調査の結果，および結果の考察について述べる．

3．1調査方法

　（1）調査の目的

　変数命名の現状を把握し，命名に関してその目安や問題点を明らかにする　調査の普遍性

に配慮する．

　（2）調査項目

　基本的には，第2章の述べた命名の背景に添って調査を試みる　つまり，変数名の構成，

語の種別，略し方について調査する．

　（3）調査の対象

　分析結果の普遍性に配慮して，調査の対象は，ソールや個人的に使用するプロクラムでな

く，実際に企業で用いられているプログラムとし，この中で用いられている変数名を分析す

る．また，分野に偏らず，また結果の違いが比較できるように，システム寄りと業務寄りの

プログラムを選ぶ．この考えに添ってシステムAとシステムBのニシステムのプログラム

を対象とする　システムAはンステム寄りのプロクラムで，ソフトゥェァ開発支援機能を

実現したものである　ンステムBは業務寄りで，企業におげる営業業務ンステムの一部で

ある　プロクラムの規模は，両者を合わせ59のモンユーノレで，約19千行である　この諸元

を表3に示す．

表3　ソース・プログラムの諸元

特　　性 システムA システムB 備　　考

システムの用途 ソフトウェア開発支援システム 営業システム

有効行数 11．4 7．86 コメソト行や空白行は除く
規模［千行］

モジュール数 39 20 コソパイル単位

記述言語 PL／Iサブセット C
要員数［人コ 5 3 直接作成者
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　（4）調査の進め方

　基本的にはソース・プログラムから変数名を取り出して，これをデータベースに取り込み

分析する．次の順序による．

　　step1　ソース　プロクラムを構文解析して変数名を取り出す

　　step．2．取り出した変数命名の対象を絞る．

　　　　　　　・モジュール名，同一の名前を除く．

　　step．3．変数を部分に分げ部分変数を取り出す．

　　　　　　　・句切り記号で部分化し，同一の名前を除く．

　　step．4．部分化した変数名の語構成を調べる．

　　step．5．分類し，集計する．

3．2　変数の全般的な性質

　本節から第3．5節までに亙って分析の結果を述べる．最初に，全般的な事項として，変数

の数と名前の長さの出現頻度について述べる1次に，変数の構成に関する事項，続いて語の

種別，最後に綴りの縮め方について述べて行く．

変数の
　数
　　　350

O
300

250
○

○

200

150 O

○　　　○　’

O

r＝O．856
100　　　　　　　（
　　　　○　　（）

　　　　　　　0
50　　　　　0
　　　　9

O
0 200　　　　　　　’400　　　　　　　600　　　　　　　800

　　　　　　　　　　　　行数

　　図3　モジュールの行数と変数の数

1，OOO　ゴ　　　　1，200
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　（1）変数の数

　表5に示す様に，システムAでは，全体で4，547個の変数が使われている．システムB

では，2，675個である．これらにおげる同一名を削除すると，この数は減って，それぞれ

1，646（362％），935（350％）となる　この数は，ほぼ変数の定義（宣言）数である

　モジュールの行数とここで使用されている変数の数を，システムBに関してプロットし

たものが，図3である．両者には相関が認められる．図から特にモジューノレ行数の比較的

少ない方に相関が認められる．ここに着目すると，10行あたり3～4個の変数というのが目

表4　句切りバターソの出現状況

分 割 数
長さ 区切り方

1 2 3 4 5 6

1 1 13

2
2
1
－
1

39

16

3
3
2
－
1
1
－
2
・
1
－
1
－
1

162

1
9
6
6 9

4
4
1
－
3
3
－
1
2
－
2
1
－
1
－
2
1
－
2
－
1
2
－
1
－
1
1
－
1
－
1
－
1

54

5
5
3
3
1
2

1
4
4
2

5

5
5
3
－
2
2
－
3
4
イ
1
－
4

3

3
2
3
2

一6

3
－
3
4
－
2
1
－
2
－
3

2
1 3

7
2
－
5
4
－
3
3
－
1
－
3

1
1 1

8 2－1－1－1－1－2 6
合 計 271 216 33 5 6
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出現頻度
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　　　　　　　変数名の長さ

　　図4（1）変数名の長さの出現頻度

　　　　　　（システムA）

安である．

　（2）名前の長さ

　長さは文字数である．この出現頻度を，図4（1），（2）に示す．（1）はシステムAで，（2）は

システムBである．システムAでは，長さ7が最も出現頻度が高い．長さ6～8に集中し

て分析している．これらで全体の83％を占める．なお，9以上の長さのものがない理由は言

語仕様上の制限からである．一方，システムBでは，長さ14のときの出現頻度が高いが，

これを除いて考えると，長さ6～10に集中している．両老から変数名の長さとしては，6～

10が標準的な値と言えよう．

3．3変数の構成

　変数名を構成している要素変数の数，長さ，句切りバターソについて述べる

　（1）要素変数の数

変数の構成について，いくつの要素変数から成るかを表7の合計欄に示す　単一語の変

数名は半数271件（51％）で，残りの半数は要素変数をもつ．要素変数の数については，2

個のものが41％を占める　要素変数名で長さ1の語を含むものが92％ある　つまり，長さ

1の名前は要素変数用の縮め方が大都分であるといえる

　（2）要素変数の長さ



プログラム変数の命名～変数はどの様に命名されているか～ 253

出現頻度
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　　　　　　　　　変数名の長さ

　　　　　図4（2）変数名の長さの出現頻度

　　　　　　　　　（システムB）

　要素変数名の，ンステムBにおげる出現頻度を図5に示す　これによれは，長さ3が最

大の出現頻度を示している．一方，システムAについても，やはり長さ3に集中している．

この様子は表5の合計欄に示す

　（3）句切りバターソ

　変数名が，その構成する要素変数名に容易に分解できると理解するのに役立つ　この分解

は，旬切り（記号）のあるときは問題はないが，ない場合はどこで旬切るかは　通りではな

く，様々な可能性が考えられる　句切りが成立するか否かは，句切った部分が要素変数とし

て意味をなすかどうかによる．句切りの可能性は1が望ましい．複数あれば分かりにくい

要因になる

　例えぱ，CHNGはCHaracterNGとも，CHaNGeとも，Code　HaNGupとも解釈できる

システムAにおいて，変数名の長さと句切りの可能性の数の関係を表5に示す．この表に

示した以外の句切りバターソは出現していない　要素変数の数は2が多いが，全般にみて

前半よりも後半の方を長くする傾向が想像される　接頭語に型の名前を付す考えがあるため

と想像される．
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出現頻度
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40

20

O

12345678910　　　　　要素変数名の長さ

　　図5要素変数名の長さの出現頻度

表5　変数名とその出現数の変化

出　現数
名　　　前 内　　　　容

システムA システムB

検出した変数名 ソースコードから取り出した変数名 4547 2675

対象の変数名 同一の名前，モジュールの名前を除く 1646 935

都分化変数名 変数名を部分化して，同一名を除く 531 478

要素変数名 都分化変数名から序数などを除く 437 289

用　語 略し化の異なるものを一つにする。 237 239

3．4変数と1…語

　変数名の表現として，英語が自然であるが，この実態を次に示す．また，変数名に用いら

れている用語についての状況についても示す．

　（1）ローマ字表現

　システムAについて，ローマ字は8．1％で残りの9割強は英語の綴りである．一方，シス

テムBでは，30．O％である．これは，業務用のデータベースのデータ項目名に，伝統的に

ローマ字が使われてきた事清による．
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○儘。。

その他
　　8．7％

間題分野
　　　5．0％

操作方法
　　23．O％

一き雲壷
目口日
　4．5％

　　　　　　処理
　　　　　　　　　42．3％

図6分野ごとの用語の出現状況

　（2）用語の種類

　表4に変数名と，この名前の背景となった語の種類を示す．表中の用語とは，綴りの縮

め方の異なるものを一つにしたものである　つまり，BUF，BFR，BFをBUFFERに統一

して数えたものである．用語の種類は，全変数の数に対して，システムAでは約1／7で，

ンステムBでは約1／2である　これは，ンステムAは，ツステム向げなので用語の種類が

少たいことによる．この詳Lい考察は次で行う．

　（3）分野ごとの語の出現割合

　上の用語が，図2においてどの分野のものであるかを図6に示す．図はツステムAに関

するものである　これによれは，処理の語が423％を占め，問題分野は50％である　しか

し，システムAは操作法に関するプログラムを含んでいるから，操作法の用語は間題分野

と位置づげられる．これを合わせると，28％となる．

　用語を，問題分野とンステム分野に大別して考える　間題分野は66で，ノステム分野は

171である．システムBについては，それぞれ38．1％，61．9％であるから，91と148となる．

これから，間題用語はプロクラムによって，その数に差があるが，システム用語について

は，目安として150～180程度と想像される．

3．5変数名における綴りの縮め

　語の綴りを簡潔にするために縮めるが，縮め方によっては分かりにくくなったり慶味にな

ったりする．現状において行われている方法について，縮める長さ，縮めの多様さ，暖味さ

として衝突状況を調べる．

　（1）変数名の縮め方と長さ

　変数名の縮め方は様々に行われているが，代表的と考えられる6通りの縮め方を，その

。長さごとに出現頻度を数えて表6に示す．表中の「例」欄に0NLINEをオリジナルとして
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表6　縮め方とその出現頻度

長 さ
縮め方 例（ONL㎜E） 計

1 2 3 4 5
頭からn字 ONL 100 24 78 16 218
頭都と尾都のみ 0NE 27 75 4 106

頭部と子音 OLN 8 11 6 2 27
慣用 ON 5 12 16 33

思い付き NLN 3（1）＊ 3（2） 6（4） 2（1） 1（1） 15（9）

省略しない ONLINE 2 13 20 3 38

合　　　計 111　　　　　　　　72　　　　　　190 60　　　4　　　　437

＊：綴り誤り分の再掲

出現頻度

160

140
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80

60

40

20

O
なし　　　1 　2　　　　3　　　　4　　　　5　　　　6

　縮め方の多様さ

図7縮め方の多様さ

どのように縮められるかの例を示してある．本表はこれらの縮め方についてまとめたもので

ある．この結果，先頭からn文字取り出す方法，および先頭と尾部を取り出す方法を合わ

せると全体の約3／4を占める．
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表7　縮め方と衝突数
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　なお，1oopをroopとするといったような英語の綴り誤りは2％であった．

　（2）縮め方の多様さ

　綴りの縮め方は一意ではなく，人や状況によって様々に縮められるこの様子を知るため

に，縮め方のバリェーショソ数の出現頻度を図7に示す．ここで，バリェーショソ数は，

用語の縮め方としての事例数を言う　第34節（2）項で述べたBUFFERの例では3である

○は他の縮め方のないことを意味する．図は，このバリエーツヨソ数に基づいて出現頻度を．

数えたものである．バリエーショソのあるものは43％で，バリエーショソ数の最大は6で

ある．

　（3）衝突

　縮めた名前が別の名前と衡突すると，解釈に駿味さを生ずる．この状況を知るために，表

7に変数名の長さと，衝突数の関係を示す．長さが短いと衝突の可能性も高い．長さが1で

は11個の語と衝突する場合が3件ある．長さが4以上では衝突する場合はない．つまり，

長さを4以上にすれぱ衝突は避げられると言える．

　（4）本来の綴りのままの名前の長さ

　綴りを縮めないでそのまま変数名とすれぱコードは見やすくなる．特に他人のコードを読

む場合には効果的である　この反面，煩わしくなるといった長いことの間題点（第2章（7）

項）もある．綴りをそのままで変数名とするものは全体の8．7％（表6）あるが，その長さが

4以下のものが92％である．つまり，現状では綴りを省略しないでそのまま変数名としてい

るのは長さが4以下の語であるといえる．

　　　　　　　　　　　　　　　　4．結　　　　　論

　今回の調査分析をした変数名の命名法は次のように整理することができる．

　（1）全体の名前の長さは，6～10文字である　2から3の要素変数をもつ

　（2）要素変数の長さは3～4文字である

　（3）要素変数をもつ複合した名前では句切りが必要である．つけないと句切りに多義性が

生じ暖味になる可能性が高い．

　（4）変数名の背景となる用語には，問題分野に関するものとシステムに関するものとがあ

るが，目1J者におげる用語の数は問題領域によって異なる　後者は目安として150程度と推定

される．
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（5）ローマ字が使われている．また，綴りの誤りも存在する．

（6）綴りの縮め方は，先頭から何文字かを取り出す方法が多く使われている．

（7）縮めると衝突の可能性が生ずるが，4文字以上だと避けられる．
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